
 

 

 

 

 

 

 

建築協定制度について 
~みんなでつくる まちづくりのルール～ 
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１．建築協定とは？ 

 

●住みやすいまちづくりのために、その地域の住民全員の合意で、建築基準法で定められ 

 た一般的な基準以上のルールを定めて、お互いに守っていく制度です。  

●一般の契約とは異なり、四日市市に届け出をし、認可を受けることで、建築協定に同意 

 した当事者はもちろん、同意した人の土地を後から購入するなどした人にも適用されます。 

  

＊建築基準法は、建築物の敷地、構造、設備および用途に関する最低の基準を定めて、国

民の生命、健康および財産の保護を図っています。しかし、こうした基準は、あくまで

一般的な最低の基準であるので、より良好な生活環境を確保するためには、建築物に関

する制限を必要に応じて強化したり、詳しくすることが適切である場合があります。 

そこで、建築基準法では、一般的な最低の基準では充たされない個別の要望を満足させ

るために、一定の地域の住民が同意に基づいて建築に関する協定を締結することができ

るようにしています。この協定を「建築協定」といいます。 

 

 

２．四日市市建築協定条例で定めている内容 

 

建築協定を締結で

きる区域 
四日市市の都市計画区域内 

建築協定を締結で

きる人 

土地の所有者及び借地権を有する者 

（仮換地として指定された土地にあっては、当該土地に対応する従前

の土地の所有者及び借地権を有する者） 

定めることができ

る基準 
建築物の敷地、位置、構造、用途、形態、意匠、建築設備 

目的 
(１)建築物の利用を促進する 

(２)土地の環境を改善する 

制限 
協定の内容は、建築に関する法律、命令、条例に適合するものでなけ

ればなりません。 

 



３．建築協定の手続き 

 

≪住民の作業≫                 ≪四日市市の作業≫ 
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認可申請書の作成 

住民による話し合いにより 

建築協定内容の検討 

●協定の区域 

●建築物に関する基準 

●有効期間 

●違反があった場合の措置 

など 

認可書の受領 

建築協定書の作成 

建築協定同意者の決定 

助言など（事前相談） 

公開による意見の聴取 

認  可 

公 告 

（公報搭載、掲示） 

 

一般への縦覧 

受付・公告・縦覧 

 

建築協定書を協定者に配布 

http://www5.city.yokkaichi.mie.jp/menu67476.html


４．建築協定書に定める内容は？ 

 

●協定の区域 

土地の所有者等の合意が得られた土地（合意地）を建築協定区域として定めます。また、 

建築協定区域隣接地の指定をする場合は、認可申請時に区域を定めておく必要があります。 

 

Ｑ．建築協定区域の規模は、どれくらいあればいいのか？ 

Ａ．建築協定の面積や区画数など具体的な規模の制限はありませんが、建築協定の目的に 

応じ、良好な環境を確保できるような規模が望ましいです。 

 

Ｑ．合意が得られなかった場合はどうなるのか？ 

Ａ．合意が得られなかった土地（不合意地）を建築協定区域に加え、建築協定の制限を課 

すことはできません。 

協定を締結しようとするまとまった地域内の全ての土地が建築協定区域となるの 

   が理想的ですが、実際には不合意地が部分的に残る場合があります。不合意地につい 

て、将来的に建築協定区域の一部となることが望ましい土地として、あらかじめ「建 

築協定区域隣接地」に指定することができます。 

 「建築協定区域隣接地」に指定をしておけば、将来的に当該土地の所有者等が建築 

協定に加入する意思を示された場合、建築協定の認可後であっても、簡単な手続きで 

合意地として建築協定区域に加わることができます。 

 なお、「建築協定区域隣接地」の指定だけでは、建築協定の効力は及びません。 

 

 

 

 

 

●建築物に関する基準 

地域の課題や目標に応じて内容を検討し、基準を定めます。 

※公法上の規制として建築基準法が定める最低限の基準は緩和できません。 

◉ 建築物に関する基準としては、 

「敷地」：敷地の最低面積、分割禁止等  ⇒乱開発の禁止 

「位置」：敷地境界線等からの壁面後退等 ⇒通風・採光、プライバシーの保護 

「構造」：建築物の不燃化等       ⇒防災面の強化 

「用途」：専用住宅に限る等       ⇒閑静な住環境の確保 

「形態」：高さの制限、建ぺい率、容積率等⇒圧迫感の抑制 

「意匠」：建築物の色、屋根の形状、緑化等⇒統一感に配慮した街並みの形成 

「建築設備」：空調室外機の設置位置、無線アンテナの禁止等 

      ⇒景観に配慮した街並みの形成 

合意が得られなかった土地でも「建築協定区域隣接地」に指定しておけば、あと

から協定に加わることができます。 

http://www5.city.yokkaichi.mie.jp/menu67477.html


 

＜住宅地における建築協定＞ 

住宅地における建築協定には、次のようなことを定めることが考えられます。 

目標とする環境 具 体 例 

純粋な住宅地にする ○住宅用の建築物だけを認める。 

低層住宅の環境を守る ○高さ、階数を制限する。 

良好な住宅地の美観を守る ○道路からの外壁後退距離を定め、家並みをそろえる。 

○塀の高さを制限して、開放的な空間をつくりだす。 

日照を確保する ○南側に庭を確保する。 

○２階以上の外壁後退距離を定める。 

プライバシーを守る ○隣地境界線からの外壁後退距離を定める。 

ゆったりとした住宅地にす

る 

○法の定めより厳しい建ぺい率や容積率を定める。 

○敷地の最低規模を定めたり、敷地の再分割を禁止する。 

災害に強いまちにする ○ブロック塀を制限し、生け垣や生け垣併用の塀とする。 

  

＜商業地などにおける建築協定＞ 

  【商 業 地】 

商業地では、消費者が安心して買い物を楽しめ、調和のある美しい商店街をつくる 

   ため、次のようなことを定めることが考えられます。 

・軒の線をそろえる 

・看板を統一する 

・歩道を広げる、など 

   

商業地での建築協定は、商店街の改造計画や建設計画とあわせて行うと効果的です。 

 

【工 業 地】 

住宅の新築を認めない協定を結ぶことで、工場跡地が住宅に変わることを防ぎ、工業 

地としての環境の安定、経済性を維持することができます。 

 

 

●有効期間 

有効期間は無期限ではなく、協定書に定めた期間（一般的に 5 年、10 年が多い）に限

り効力があり、有効期間内であれば土地の所有者等が変わっても効力はつづきます。また、

有効期間内であっても、所有者等の全員の合意があれば協定内容を見直すことが可能です。   

建築協定の更新をするためには、改めて合意を取り直すなど当初の締結時と同様の手続

きが必要となります。 

 



●違反があった場合の措置 

建築協定は一種の私法的契約のため、公的な指導や罰則の対象とならず、協定書に基づ

き、地域の住民の方々で対応することとなるため、あらかじめ協定書に建築協定運営委員

会から工事の停止や是正措置を請求できること、さらには裁判所に提訴できること等を定

めておく必要があります 

建築基準法等の法令に違反している場合は、特定行政庁が指導等を行います。 

 

  

 

 

 

 

 

 

５．建築協定成立後は・・・・ 

 

●建築協定の運営 

住民の皆さんがルールをつくり、そのルールをお互いに守っていくことを取り決めたも

のです。その運営についても、住民の方々の主体的・自発的な取組みが必要となります。 

通常は、建築協定の運営を円滑にし、より実効性のあるものとするため、地域の方々に

よって建築協定運営委員会を組織し、様々な活動を行っていくこととなります。 

 

運営委員会の役割としては、次のようなものがあります。 

① 協定区域内の建築計画について、協定内容に適合しているか事前にチェックします 

② 建築工事中、完了後の物件について協定の内容に適合しているか現地確認します。 

③ 違反があった場合は、協定書の内容に基づき是正請求等行います。 

④ 協定の有効期間満了前（更新時期）や変更・廃止しようとする場合は、説明会の開催、

取りまとめ、申請手続等の作業が必要となります。 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先 

四日市市都市整備部建築指導課許可認定係 

                  ℡：０５９－３５４－８１８３ 

 

 

建築協定に違反があった場合は、協定書に基づき、地域の皆さんで対応する必要

があります。 

http://www5.city.yokkaichi.mie.jp/menu67477.html

